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1. 成熟化が進む携帯電話サービスの現状と IoT時代
に求められる通信サービス

　国連の人口統計によれば，2014年末における世界の人口
は 72億 4,400万人に達した。それに対して世界の携帯電話
契約数は 74億 9,487万 5,000契約（矢野経済研究所推計）
で，人口普及率は 103.5%に達している。
　これまで携帯電話市場を牽引してきたBRICS（ブラジル，
ロシア，インド，中国）市場における契約数増加ペースの
鈍化が顕著となっており，BRICSに替わり現在は ASEAN，
中南米，アフリカ諸国のウェイトが高まる見通しである。
　2020年における世界の携帯電話契約数は 87億 6,924万契
約（人口普及率 113.6%）への増加を見込んでいる（矢野経
済研究所推計）。
　2007年に（米）Appleのスマートフォン「iPhone」が発
売されて以降，スマートフォン市場の本格的普及に合わせ
て通信インフラについても第三世代携帯電話サービス
(3G/3.5G)が世界中で普及した。また，2012年以降，第四
世代携帯電話サービス (4G)が本格的に立ち上がっており，
ワイヤレス・ブロードバンドの環境整備は急速に進んだ。
　スマートフォンの普及に伴い，インターネット利用人口
も爆発的に増加した。場所や時間を問わず気軽にインター
ネットが利用できるようになったことでインターネット
サービスも急速に進化しており，FaceBookや Twitter，LINE
に代表されるソーシャルネットワークサービスも爆発的に
普及している。インターネットのテクノロジやビジネスモ
デルも進化を続けており，クラウドサービス，O2O (Online 
to Offline)，ビッグデータと新たなトレンドが生まれ，進化
を続けている。
　最近では IoT (Internet of Things)に代表される「モノのイ
ンターネット化」が注目されはじめている。「ウェアラブル
デバイス」は IoTの中で最も注目を集めているデバイスで
ある。
　IoTはこれまでのモバイルインターネットで提供されて
きた高速・大容量のモバイルデータ通信サービスは必ずし

も必要とされない。必要とされるのは従来技術とは真逆の
多頻度，小容量，省エネルギな通信サービスである。IoT
を実現する通信環境として，BluetoothSMART (Bluetooth Low 
Energy)，NFC，ZigBeeに代表される近距離無線規格の採用
が広まっているが，これら近距離無線規格はスマートフォ
ンなど，ホスト端末との連携が前提となっている。しか
し，将来的に IoT端末が単独でネット接続することも想定
されるため，第五世代通信サービス (5G)では IoTに最適化
されたシステムの導入も検討されている。

2. ポスト・スマートフォンとして注目されるウェア
ラブルデバイス

　2014年における世界のハンドセット（フィーチャーフォ
ンとスマートフォンの累計）出荷台数は 18億 5,459万台
（矢野経済研究所推計）で 2013年実績 17億 5,344万台（同）
を 1億台強上回った。2014年における世界のスマートフォ
ン出荷台数は 13億 4,246万台（同）で 2013年実績 11億
2,129万台（同）を 2億 2,000万台増加した。2013年にス
マートフォンの出荷台数がフィーチャーフォンを上回って
以降，スマートフォンへのシフトが進むものの，フィー
チャーフォンの出荷台数が急減しており，ハンドセット全
体の出荷台数は今後鈍化が見込まれる。
　これまでスマートフォン市場を牽引してきたハイエンド
機（400ドル以上）の成長は鈍化が見込まれ，今後の成長
は新興国をターゲットとしたローエンド機（200ドル以下）
の構成比が高まる見通しである。特に低所得者をターゲッ
トにした 100ドル未満の超低価格スマートフォンも開発さ
れ，南アジア，中近東，中南米やアフリカ市場にも導入が
進んでいる。
　スマートフォン市場ではこれまで（韓）サムスン電子，
Appleの 2強による寡占状態となっていたが，新興メーカ
を含む中国企業の出荷台数が急増しており，聯想，華為技
術，小米，ZTE（中興通迅），CoolPad（酷派），TCL (Alcatel)
といった企業の存在感が高まっている。
　既存メーカの多くはスマートフォンの機能，価格面での

*株式会社矢野経済研究所（〒 164-8620　東京都中野区本町 2-46-2　中野坂上セントラルビル ）
*Yano Research Institute Ltd. (Nakanosakaue Central Bldg. 2-46-2 Honcho, Nakano-ku, Tokyo 164-8620)

ウェアラブルデバイスの市場規模と今後の展開

賀川　勝 *

Market Size and Future Development of the Wearabledevice

Suguru KAGAWA*

特集／ウェアラブルデバイス技術


